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議
会
改
革
の
理
論
と
実
務
を
つ
な
ぐ

「
技
術
」
の
向
上
を
目
指
し
て

議
会
改
革
短
信　

第
１
号　
　

 

西
科　

純

　

二
〇
〇
六
年
、
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
登
場
か
ら
一
〇

年
を
経
過
し
、
全
国
で
七
四
〇
も
の
議
会
が
議
会
基
本
条

例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、

二
〇
一
七
年
か
ら
が
議
会
改
革
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開

け
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
昨
年
、
栗
山

町
議
会
基
本
条
例
の
起
草
に
関
わ
っ
た
渡
辺
三
省
氏
（
札

幌
市
職
員
）
と
と
も
に
「
議
会
技
術
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
た
（
会
員
数
三
九
人
二
〇
一
七
年
一
月
一
〇
日
現
在
）。

　

そ
し
て
研
究
会
事
業
の
第
一
弾
と
し
て
二
〇
一
六
年

一
一
月
五
日
、
北
海
道
大
学
で
「
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
―
地
方
議
会
が
『
討
論
の
ヒ
ロ
バ
』
と
な
る
た
め
に

は
」
を
開
催
し
た
。
議
会
改
革
の
本
丸
で
あ
る
政
策
議
会

を
築
く
た
め
に
は
「
議
員
間
討
議
の
ス
タ
イ
ル
の
確
立
」

が
必
須
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

会
場
に
は
道
内
か
ら
五
〇
人
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

神
原
勝
氏
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講
演
、
水

澤
雅
貴
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
公
共
政
策
研
究
所
理
事
長
）
の

基
調
報
告
の
後
、
松
山
哲
男
氏
（
登
別
市
議
会
議
員
）、
渡

辺
、
筆
者
を
加
え
五
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ
の

後
の
懇
親
会
で
は
二
〇
人
が
参
加
し
、
各
議
会
で
の
苦
労

話
も
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
う
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

す
る
議
員
の
多
く
は
、
自
ら
の
議
会
を
活
性
化
し
た
く
て

強
い
志
を
持
ち
な
が
ら
も
が
き
続
け
て
い
る
。
改
革
や
活

性
化
を
阻
む
も
の
は
必
ず
存
在
す
る
。
議
会
改
革
は
、
多

く
の
議
員
と
事
務
局
職
員
が
同
じ
志
を
持
た
な
け
れ
ば
進

ま
な
い
。
私
の
持
論
は
、
議
会
改
革
・
活
性
化
は
住
民
参

加
が
要
諦
で
あ
り
、
こ
れ
が
改
革
の
質
を
決
定
づ
け
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
当
研
究
会
は
本
格
稼
働
す
る
。
本
研
究
会

の
設
置
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
会
則
で
定
め
た
。

　
「
市
民
自
治
を
基
調
に
自
治
体
議
会
の
力
量
を
高
め
る
観

点
か
ら
、
議
会
理
論
と
議
会
実
務
を
媒
介
す
る
、
普
遍
性

あ
る
議
会
技
術
を
豊
か
に
構
想
・
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、『
実
務
を
ふ
ま
え
た
理
論
』
の
形
成
と
『
理
論
を
ふ

ま
え
た
実
務
』
の
構
築
を
め
ざ
す
」。
事
業
の
内
容
と
し

て
は
、
分
析
研
究
、
理
論
研
究
お
よ
び
そ
の
発
表
、
学
習

会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
交
流
会
等
の
開
催
、
情

報
交
流
、
相
談
業
務
を
掲
げ
た
。

　

当
研
究
会
の
名
称
は
、「
行
政
技
術
研
究 

会
」（
東
京
）

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
原
氏
に
よ
る
と
、
松
下
圭

一
氏
（
故
人
・
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
の
も 

と
に
心
あ
る

多
摩
地
域
の
自
治
体
職
員 
が
参
集
し
、
初
期
の
「
通
達
研

究
会
」
以
来
、
現
場
の
行
政 
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
改
革
理

論
と
改
革
方 

策
を
組
み
立
て
よ
う
と
い
う
試
み
だ
っ
た
と

い
う
。
初
期
の
あ
る
段
階 

か
ら
研
究
対
象
や
メ
ン
バ
ー
を

広
げ
る
と
と
も
に
、
名
称
も
「
行 
政
技
術
研
究
会
」
と
改

称 

し
、 長
い
歴
史
を
経
て
現
在
も
継
続
し
て
い
る
ら
し
い
。

　

こ
の
「
行
政
技
術
」
と
い
う
用 

語
は
、
一
九
七
〇
年
代 

半
ば
に
松
下
氏
が
使
い 

始
め
た
と
い
う
。「
首
長
は
変
わ
っ

て
も
行
政 

は
旧
態
依
然
の
状
態
な
の 

で
、
行
政
を
泥
の
田

ん
ぼ 

に
、
ま
た
革
新
首
長
を
そ
の
泥
田
に
立
つ
頭 
の
赤

い
（
つ
ま
り
左
翼
） 

丹
頂
鶴
に
例
え
て
、
自 

治
体
の
現
状

を
『
泥
田
の 

丹
頂
鶴
』
と
揶
揄
的
に
表 

現
し
た
。
そ
し
て

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
『
革
新
自
治
体
か 

ら
自
治
体
革

新
へ
』
と
視 

点
を
切
り
替
え
、
同
時
に
行
政
の
泥
田
を 

美

田
に
変
え
る
『
行
政
技 

術
の
革
新
』
を
自
治
体
革
新
の
枢

要
な
課
題
と
し
て
提
起
し
た 

。
こ
の
行
政
技
術
研
究
会
か 

ら
「
政
策
法
務
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
新
し
い
様
々
な
問

題
が
提 

起
さ
れ
た
。
そ
し
て
自
治
体
の
自
立
と
自
律
を
う

な
が
す
「
政
策
職
員
」
が
育
ち
、
こ
う
し
た
職
員
に
よ
る

政
策
研
究
の
広 

が
り
が
現
実
的
な
基
盤
と 

な
り
自
治
体
学

会
の
発 

足
に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
神
原
氏
は
、「『
実 

務
』
と
『
理
論
』
を
つ
な
ぐ

の
が
『
技
術
』
で
あ
る
。
自
治 

体
理
論
は
現
場
の
実
務
に 

落
し
込
め
る
よ
う
に
理
論 

形
成
し
な
け
れ
ば
実
効
性
は
な

く
、
実
務 

も
ま
た
理
論
に
昇
華
で
き 

る
よ
う
な
仕
事
を
志

さ
な 

け
れ
ば
普
遍
性
を
も
っ
た 

実
務
と
も
い
え
な
い
。
こ

の
両
者
の
課
題
に
共
通 

す
る
の
が
『
技
術
』
で
あ
り
、
理

論
に
お
け 

る
実
務
化
の
技
術
と
実
務 

に
お
け
る
理
論
化
の

技
術 

が
『
現
場
』
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ
る
と
き
、
は
じ
め

て
両
者
は
融
合
可 

能
と
な
り
改
革
が
促
進
さ 

れ
る
」
と

語
っ
た
。

　

か
つ
て
、
行
政 

技
術
研
究
会
が
自
治
体
革 

新
の
流
れ
を

つ
く
り
だ
し 

た
よ
う
に
、
北
海
道
か
ら
議
会
改
革
を 

通
し

て
わ
が
国
の
自
治
体
改
革
の
新 

し
い
流
れ
を
つ
く
り
だ
し

た
い
。
私
た
ち
の
夢
は
果
て
し
な
く
大
き
い
が
、
議
会
技

術 

を
開
発
・
改
革
す
る
た
め
の
積
み
重
ね
を
大
事
に
、
前

進
あ
る
の
み
と
思
う
の
で
あ
る
。
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